
 

 

 

 

 

令和７年度 夏休み能楽体験教室の開催について 

 

１ 趣 旨 

能楽を始めるきっかけづくりとして、「狂言教室」、「謡教室」、「仕舞教室」の各体験教室を開催

し、児童や生徒が保護者といっしょに、能楽に親しみ、能楽文化への理解を深めることにより、石

川県の持つ豊かな伝統文化の普及、継承を図る。 
 

２ 内 容 

（１）狂言教室（定員 ２０名） 

   日時：７月２９日（火）・８月５日（火）・１２日（火）・１９日（火）の全４回 

      午前１０時～１２時 

   曲名：狂言小舞「兎
うさぎ

」 狂言小舞謡「掛川
かけがわ

」 

   講師：狂言方和泉流能楽師 能村
の む ら

 晶人
あきひと

 師 
 

（２）謡
うたい

教室（定員 ２０名） 

   日時：７月２４日（木）・３１日（木）・８月７日（木）・２１日（木）の全４回  

午前１０時～１２時 

   曲名：「岩船
いわふね

」   

講師：シテ方宝生流能楽師 島村
しまむら

 明宏
あきひろ

 師 
 
（３）仕舞教室（定員 ２０名） 

   日時：７月２５日（金）・８月１日（金）・６日（水）・８日（金）・１５日（金）・２０日（水）・

２２日（金）の全７回  

午前１０時～１２時 

   曲名：「猩 々
しょうじょう

」   

講師：シテ方宝生流能楽師 髙
たか

橋
はし

 右
ゆ

任
たか

 師 

 
 

３ 対 象  小中学生と保護者（※子供のみの参加も可） 

４ 発表会  ８月２３日（土） 午前１０時から２時間程度 

５ 会 場  石川県立能楽堂 

６ 受講料  無料  

７ 申込み方法   電話、FAX、メール、郵送、来館のいずれかで①～⑥を明記しお申込みください。 

①住所 ②氏名（ふりがな）③学校名・学年 ④保護者名（ふりがな）  

⑤電話番号 ⑥受講希望教室（複数の教室の受講可能） 

８ 申込み締切 ７月１８日（金）  

 

（申込み先） 

石川県立能楽堂 

〒９２０-０９３５ 金沢市石引４丁目１８番３号 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０７６-２６４-２５９８ ／ メールアドレス ｎｏｈ＠ｐｒｅｆ.ｉｓｈｉｋａｗａ.ｌｇ.ｊｐ 

令和７年 ６月 １７日 

文化観光スポーツ部 能楽堂                          

副館長  黒山 実                                    

内線 6512                                             

外線 076-264-2598 



参加 無料

小中学生対象

定員各２０名

謡ってみよう！舞ってみよう！

昔から石川で親しまれてきた｢加賀宝生｣。
この教室では、能の謡と仕舞、そして狂言の小舞や謡を学ぶことができます。

能楽師の先生が優しく、楽しく教えてくれます。

この夏はみんなで能楽を楽しもう！親子での参加大歓迎！

7/29･8/5･12･19
いずれも火曜日 10:00～12:00

うさぎ

小 舞：兎
かけ がわ

小舞謡：掛 川
の むら あき ひと

講 師：能村 晶人 先生

7/24･31･8/7･21
いずれも木曜日 10:00～12:00

いわ ふね

曲 名：岩 船
しま むら あきひろ

講 師：島村 明宏 先生

7/25（金）･8/1（金）･6（水）･
8（金）･15（金）･20（水）・22（金）

いずれも 10:00～12:00

しょう じょう

曲 名：猩 々
たかはし ゆ たか

講 師：髙橋 右任 先生

能楽 教室

狂言教室 謡教室 仕舞教室

能舞台で合同発表会！

さいごにみんなでお稽古の成果を披露しよう♪

8/23（土）10：00～12：00

会場・お問合せ

石川県立能楽堂（月曜日休館）

〒920-0935 金沢市石引4-18-3

📞・FAX 076-264-2598
メール noh@pref.ishikawa.lg.jp

申込締切は7/18（金）！
申込用紙は裏面にあります

お友達や家族の人と
一緒に参加してね



お申込み先：石川県立能楽堂 FAX：０７６－２６４－２５９８

★電話・FAX・メール・郵送・来館のいずれかで、下記の項目をご記入のうえお申込みください。
申込締切：７月18日（金）

希望の教室に
チェックして下さい

★狂言教室 □親子で参加 □子供のみ参加

★謡教室 □親子で参加 □子供のみ参加

★仕舞教室 □親子で参加 □子供のみ参加

※複数選択可

ふりがな

氏 名

性別 男 ・ 女

学校名・学年

ふりがな

保護者氏名

郵便番号

住所

電話番号

備考

※前もってお休みする日が分かっている場合は備考欄に記入してください。

お申込み・お問い合わせ 石川県立能楽堂 TEL・FAX ０７６-２６４-２５９８

〒９２０-０９３５ 金沢市石引４-１８-３
Mail noh@pref.ishikawa.lg.jp

体験する曲のあらすじ

謡教室・・・・・・「岩船」（いわふね）
摂津国住吉の浦（現在の大阪府）の濱の市で高麗（現在の中国）の宝を買い取るべく臣下が住吉の浦に下向すると、
大和ことばを話し宝を持つ唐人姿の童子に出会う。不思議に思った臣下が何者かと尋ねると、帝に捧げる宝物を載
せた天の岩船を漕ぎ寄せた天の探女であると告げ、童子は姿を消す。しばらくすると、臣下の前に宝を載せた岩船を
守護する龍神と八大龍王が現れ、波に乗って岩船を岸に漕ぎ寄せると、宝物を捧げ御代の繁栄を祝福するのだった。

仕舞教室・・・・・・「猩々」（しょうじょう）
夢のお告げで酒を売り次第に豊かになった孝行者の高風が、ある夜酒を持って揚子江のほとりに行くと、海中に棲む
猩々が現れ酒を飲み舞を舞う。高風の素直な心に感心した猩々は汲めども尽きぬ酒壺を与え、高風の家は長く栄え
るのだった。


